
はじめに

燃料噴射ライン渦電流探傷試験事例

自動車エンジンで使用されている燃料パイプは、近年コモンレールディーゼルエンジンに代表さ
れる直噴技術の関係で燃圧は高圧化の一途をたどり、要求される品質保証の水準は高くなって
います。特に接合部フランジの冷間鍛造による成形工程のクラックは、燃料リークのリスクが高
いのです。

弊社は独自の磁気結合型専用回転型プローブを開発し、フランジ部の両端同時探傷を実現し
ました。被検査材を静止させプローブ部が回転する方式により、機械系装置がコンパクトになりま
した。大幅な搬送ラインの改造無しに、人に頼らない自動検査工程を導入することが可能となり、
世界の自動車関連企業様から大きなご支持をいただいております。
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推奨装置
➤小型渦流探傷器 STATOGRAPH+CIROSCAN H


